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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・平成26年度昇格試験について

試験日程：7/23(水)～7/25(金)　3日間　　場所： メンタルケア病棟3階会議室

試験時間：17：30～18：30

申込期限：7/8（火）～16（水）PM17：00まで

受験対象者は小林SGMへ希望日を連絡すること。

・平成26年すこやか祭りについて

日時：8/23（土）　11：00～15：00

場所：公益財団法人こころすこやか財団　ふれあい広場（旧青南病院職員駐車場）

・7/14～9/5まで東北メディカル学院作業療法学科4年江渡恵の実習予定。

・7/23安ヶ平Drが年休となる。各自周知しておくこと。

＜利用者様情報＞

・高田　マキ　様～本日来所され、「デイケアを解約する」と一方的に話されている。話をする場所を残しておくためにもデイケアを続けた方がいいのではと提案するが、「私は自由だ」と話し、聞き入れる様子はない。辞めるには担当医から了承を得る必要があると説明するも、「OKが出なくても辞める」と話されている。次回受診は7/19とのことで、その際に担当医にも相談するように説明している。

・野月　利章　様～来週定期受診予定であったが、私用のため受診できないとのことで、本日受診したいと希望あり。「薬も足りないみたいで…」と話されている。実際にどのくらい足りないのか、何故足りなくなったのか確認するも、曖昧な返答をしている。本日は外来が満員であるため、土曜日に受診して欲しいことを伝えると了承している。

・松川　順子　様～青明舎より情報提供あり。本日3：40本人より青明舎に連絡あり、22：00～翌1：00まで睡眠をとったが眠れないとのこと。身体を休めるためにも布団で横になるように促がしている。デイケアでも本人より相談あり、眠れない原因は特にないとのこと。調子が悪い時は教えて欲しいことを伝えるが、「大丈夫」と話している。

・青木　紀子　様～寺沢彩様と共に、スタッフに相談に来られている。繁名和恵様との関係について悩んでおり、突然携帯電話やバッグを取られたり、いきなりシャワーをかけられたり、あたり散らされることがあるため、どうしたらいいのかと話している。現在は距離を置いて、理不尽な仕打ちを受けることもないと話す。現在のまま距離を置きながら、嫌なことをされた時は、相手に「今のはやめて欲しい」と伝えてみてはどうかと説明すると、納得している。

・寺沢　彩　様　～青木紀子様と共にスタッフに相談に来られている。繁名様から突然傷付くようなことを言われることがあり、我慢が出来なくなってきたと話す。嫌なことを言われた時、相手に自分の気持ちを伝えていなかったとのこと。距離を置きながら、傷付くようなことを言われた時は「傷付いた」と伝える必要があると説明し、納得している。また、高田マキ様についても訴えあり。本日、高田様が来所した際に寺沢様の近くに座ってきたため、寺沢様が別な場所に移動したとのこと。その際、「何で自分が逃げ回るようなことをしなきゃいけないんだ」と思ったと話す。相手を変えることは出来ないため、嫌なことがあったら自分が行動し対処をしるしかないこと、逃げ回っているわけではないこと説明している。

・倉橋　生子　様～来所時の検温にて37.4℃発熱あるが、不調の訴えは聞かれていない。再検すると37.0℃で、頭痛の訴えあるが食事はほぼ全量摂取している。その後は36.4℃に下がるが、頭痛の訴えがあり、青陽館ではうるさくて休めない為、青風荘で休みたいとの訴えが聞かれている。青風荘スタッフに確認をし、一時的に青風荘に戻って休まれている。

・高橋　洋子　様～デイケアの体験利用をしている。特にトラブルはなく、本人からもデイケアのほうがあってるみたいだ」と話している。

・松永　勘五郎様～グループホーム・うみねこ幸房・青陽館にてケア会議を実施。グループホーム世話人からの情報で、「1ヶ月程休んでその後今まで通りに利用する」「1ヶ月休んでから再検討する」と話していたとのこと。今後は、本人が希望している休養期間中は、うみねこ幸房とグループホームにて食事、整容面の確認を行い、1ヶ月経過後本人とナイトケア利用の検討をした後、再度支援方法を検討していくこととしている。

・中居　美津子様～特定男性メンバーへの発言内容についての状況を確認。本人からは「お金の話はしていない」「電話を貸してほしいとは言ったけど、私は電話を掛けていない。私の名前をかたって何回も掛ける人がいるの。」と話している。現在、生活費に関してはギリギリだけどいつもと変わらないと話しており、大きな問題は無いとの事。電話を掛けている事に関しては、否定しているが、相手に迷惑がかかることを伝えると了解している。

＜事例検討＞

津嶋　イチ子様（54）　主病名：統合失調症　主治医：安ヶ平Dr

検討内容対応方法の検討
長期目標病状を安定させ、現在の生活を続ける。

中期目標①周りの様子をみて行動する。

短期目標①一方的な話しかけにならないように、相手の様子を見て声を掛ける。

②状況を見て、適切な行動を取れるようになる。

③疲労感、ストレスを感じたらスタッフに話せるようになる。

実施計画①疲労を観察・確認し、疲れている際には休むように促す。

②日課（特にテーブル拭きや服薬など）ができていない時には声掛けをする。

③周囲の様子を見て、休んでいる人には声を掛けないようにする。

現在の状況

・疲労感があっても自ら話を切り上げることが出来ておらず、声掛けを要している。

・休んでいる相手に話し掛けることが多く、相手の反応が悪いとストレスを感じ放歌をしている。放歌に対して注意を受けても止められず、他者とトラブルになる事がある。

・動揺すると冷静になれず、自分の訴えのみを話してしまい、自分の行動を振り返ることができない。相手のことばかり悪く話してしまう。

・服薬は忘れることなく出来ている。

・プログラムでは積極的に発言している。

・話をした後に「話し疲れた」と話すことがあるが、自分から疲れているから休みたいと話すことは無い。

・行動に対して、他利用者様に悪く言われる事が多い。

青風荘での状況

・本人から疲れたという事はない為、スタッフから声を掛けて状況を確認している。

・発言状況は、夜静かなことがあるが、デイナイトケアと同じように話している。

検討結果

・本人が説明を理解していない事も考えられるため、具体的にわかりやすく本人に説明し、繰り返し理解してもらうように説明していく。

・ストレスの対処について、以前様々な作業を行っていた事がある為、本人に作業を提供しながら、別な方法でのストレスの発散を図っていく。

＜外来情報＞

・板橋　利美様～眠剤の規制があり、エスタゾラム（2）1Tが中止となっている。

・本多　富美様～眠剤の規制があり、エスタゾラム（2）1Tが中止となっている。

・寺沢　彩　様～5月中旬から生理が続いているとのことで、デイケアスタッフから婦人科受診を勧められたと報告している。担当医より、リスペリドンを服用すると不順になる事があるとのことで、リスペリドン2Tが1Tに変更となっている。

・中村　茂　様～デイナイトケアが辛いと話しており、整形外科のリハビリには行かないと話している。

・繁名　和恵様～ロキソプロフェンを服用すると胃痛があるとのことで、ポンタールへ変更となっている。担当医よりあまり飲みすぎると胃痛が出ることをアドバイスしている。

・清水頭　翼様～本人より、仕事をしたいとの話が聞かれている。作業所から始められるようにデイケアスタッフや青明舎に相談するように伝えている。

